


トレース機能について

●上図のようにオルソ画像があればそれをなぞってトレースが出来ます。

※道路の路肩及びセンターラインが入っています （青線）。

※建物に外周が入っています （赤線）

●上図のように補助線を指定すると、 その補助線と交差する
計曲線の標高が表示されます。

●作図データでは上図のように表示されます。

等高線標高表示について

等高線編集機能について

編集前の画像 編集後の画像

上図赤丸内の表示のように等高線を編集する機能を持ちます。 　また、 点の削除 ・移動 ・挿入が行えます。

●航測のオルソ写真を合成したもの

●造成計画を行い合成したもの

●赤い線形 ( 左図 ) の現況縦断の表示

●赤い横断断面 ( 左図 ) の現況横断の表示

●レイヤ管理を使って年度管理を行ったり、 現況と計画の対応などが可能。

３Ｄ表示 ( 航測写真合成 ) 路線計画 縦横断確認

レイヤ管理

レイヤ管理を用いて以下のように活用できます。

●各種データの年度管理。

●現況 ・計画別にレイヤ管理をして比較計算。

●山なり計算の段階別の管理。

●法面計画を行い計画面の作成。

●四角メッシュデータの発生。

●定点比較高計算結果の管理。

ＡＧＲＩ－３Ｄ作業工程

座標の表示

三角メッシュ作成

等高線作成

段彩表示

グラデーション表示

四角メッシュ作成
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